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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年4月19日(2012.4.19)

【公開番号】特開2011-162785(P2011-162785A)
【公開日】平成23年8月25日(2011.8.25)
【年通号数】公開・登録公報2011-034
【出願番号】特願2011-22805(P2011-22805)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 163/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 109/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 161/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 163/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 163/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 109/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 161/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 163/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月2日(2012.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エポキシ樹脂混合物、硬化促進剤、シラン系エポキシ官能性接着剤、及び、溶剤又は溶
剤混合物を含有してなる、希土類永久磁石用接着性腐食防止塗料用塗料組成物であって、
　前記エポキシ樹脂混合物が、
ａ）最大２当量／ｋｇ以下のエポキシ価を有する少なくとも１つの固体エポキシ樹脂１～
９４重量％、
ｂ）４当量／ｋｇを超えるエポキシ価を有する少なくとも１つの固体多官能エポキシ樹脂
１～５０重量％、及び
ｃ）３０℃を超える融点を有するフェノールノボラック又はクレゾールノボラック５～４
０重量％
を含んでなり、
　前記塗料組成物が、前記ベースエポキシ樹脂混合物中の固体樹脂量に基づいて５～２０
重量％の、３０重量％を超えるエラストマー成分含量を有する、ビスフェノールＡに基づ
く高粘性エポキシ樹脂を含有し、前記ビスフェノールＡに基づく高粘性エポキシ樹脂が、
２３℃において、５，０００ｍＰａｓを超える粘度を有することを特徴とする、
塗料組成物。
【請求項２】
　前記ビスフェノールＡに基づく高粘性エポキシ樹脂が、２３℃において、５０，０００
ｍＰａｓを超える粘度を有する請求項１に記載の塗料組成物。
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【請求項３】
　前記エラストマー成分がニトリルブタジエンゴムを含んでなる請求項１又は２に記載の
塗料組成物。
【請求項４】
　前記ビスフェノールＡに基づく高粘性エポキシ樹脂がビスフェノールＡジグリシジルエ
ーテルである請求項１から３のいずれか１つに記載の塗料組成物。
【請求項５】
　前記エポキシ樹脂混合物が、１当量／ｋｇ未満のエポキシ価を有する固体エポキシ樹脂
１～８０重量％と、１～２当量／ｋｇのエポキシ価を有する固体エポキシ樹脂１～８０重
量％とを、含む請求項１から４のいずれか１つに記載の塗料組成物。
【請求項６】
　エポキシ価最大２当量／ｋｇ以下の前記少なくとも１つの固体エポキシ樹脂が、ビスフ
ェノールＡ又はビスフェノールＦに基づくエポキシ樹脂である請求項１から５のいずれか
１つに記載の塗料組成物。
【請求項７】
　４当量／ｋｇを超えるエポキシ価を有する前記多官能エポキシ樹脂が、エポキシフェノ
ールノボラック、エポキシクレゾールノボラック、イソシアヌル酸トリグリシジル及びそ
れらの混合物からなる群から選択される請求項１から６のいずれか１つに記載の塗料組成
物。
【請求項８】
　前記塗料組成物が、１０～２０重量％の、３０℃を超える融点を有する、フェノールノ
ボラック又はクレゾールノボラックを硬化剤として含む請求項１から７のいずれか１つに
記載の塗料組成物。
【請求項９】
　前記硬化促進剤が第三級アミン又はイミダゾール誘導体を含んでなる請求項１から８の
いずれか１つに記載の塗料組成物。
【請求項１０】
　前記シラン系エポキシ官能性接着剤がγ－グリシジルオキシプロピルトリメトキシシラ
ン及びβ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）－エチルトリメトキシシランからなる群
から選択される請求項１から９のいずれか１つに記載の塗料組成物。
【請求項１１】
　前記シラン系エポキシ官能性接着剤の含量が、固体樹脂の総量に基づいて、０．１～５
重量％である請求項１から１０のいずれか１つに記載の塗料組成物。
【請求項１２】
　前記溶剤が脂肪族炭化水素、芳香族炭化水素、エーテル、エステル、グリコールエーテ
ル、アルコール、ケトン又はそれらの混合物を含んでなる請求項１から１１のいずれか１
つに記載の塗料組成物。
【請求項１３】
　前記塗料組成物の固形分含量が１～５０重量％である請求項１から１２のいずれか１つ
に記載の塗料組成物。
【請求項１４】
　前記腐食防止塗料が更に、リン酸亜鉛、クロム酸亜鉛及びヒドロキシ亜リン酸亜鉛から
なる群から選ばれる防錆顔料並びにバナジン酸塩、タングステン酸塩、ニオブ酸塩及びモ
リブデン酸塩からなる群から選ばれる少なくとも１つの塩型化合物のいずれか一方又は両
方を含んでなる請求項１から１３のいずれか１つに記載の塗料組成物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの塩型化合物がモリブデン酸亜鉛である請求項１４に記載の塗料組
成物。
【請求項１６】
　前記腐食防止塗料が、更に、可溶性着色剤、流れ調整剤、消泡剤、非金属充填材、分散
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性着色顔料、分散助剤、流動学的添加剤及び抗沈殿助剤からなる群から選ばれる添加剤を
含んでなる請求項１から１５のいずれか１つに記載の塗料組成物。
【請求項１７】
　請求項１から１６のいずれか１つに記載の塗料組成物を用いて磁石系を製造するための
方法であって、
－少なくとも１つの磁石を前記塗料組成物で被覆する工程、
－その塗膜を乾燥させる工程、
－塗料で被覆された前記磁石と他の被覆された磁石又は別の加工品とを０．１～３Ｎ／ｍ
ｍ2の圧力及び２０～３０℃の温度で３～２０秒の時間に亘って接合して、０．２５Ｎ／
ｍｍ2を超える剪断強度を有する磁石系とする工程、及び
－焼付炉内で前記磁石系を固定する工程
を備えてなる方法。
【請求項１８】
　前記磁石系の製造が自動化されており、塗料で被覆された前記磁石と他の被覆された磁
石又は別の加工品との接合がロボットアームによって行われる請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１から１６のいずれか１つに記載の塗料組成物を使用して得られる膜厚１０～５
０μｍの絶縁塗膜を有する磁石系であって、１０Ｎ／ｍｍ2の最低圧縮強度、１５０℃の
連続耐熱性、１，０００時間を超える冷却潤滑剤に対する耐性、１，０００時間を超える
８５℃、空気湿度８５％における腐食強度、及び２５０時間を超える塩水噴霧試験におけ
る耐性を有する磁石系。
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